
技

術

情

報

西
表
島
に
お
け
る
エ
コ
ツ
ー
全
体
構
想
を 

活
用
し
た
立
入
制
限
等
ル
ー
ル
の
策
定

一
 
•

は
じ
め
に

株
式
会
社
プ
レ
ッ
ク
研
究
所
環
境
計
画
部
次
長 

西

村
 

大

志

西
表
島
に
お
い
て
は
自
然
の
中
で
力 

ヌ
ー
や
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
等
を
行
う
自
然 

体
験
型
観
光
が
盛
ん
に
行
わ
れ
る
一
方 

で
、
オ
—
バ
ー
ユ
ー

ス
に
よ
る
フ
ィ
ー 

ル
ド
の
劣
化
や
混
雑
と
い
っ
た
課
題
が 

生

じ

て

い

た(

写
真)

。

ニ
〇
ニ
一
年 

七
月
に
世
界
自
然
遺
産
に
登
録
さ
れ
た 

際
に
は
、
観
光
客
数
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル 

な

ど

の

「
観
光
管
理
」
に
関
す
る
要
請

事
項
が
出
さ 

れ
た
。
そ
の 

よ
う
な
背
景 

の
下
、
実
効 

性
の
あ
る
利 

用
コ
ン
ト
ロ 

—
ル
手
法
が 

求
め
ら
れ
て 

い

る

中

で

、

写真 フィールドの混雑(ヒナイ川)

西
表
島
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
全
体
構 

想
(

以
下
、
「
全

体

構

想

」

と

す

る) 

を
策
定
し
、
立
入
制
限
を
含
む
利
用
コ 

ン
ト
ロ
ー
ル
の
仕
組
み
を
構
築
し
た
。
 

制
度
の
検
討
当
初
に
は
、
既
に
一
〇 

〇
以
上
の
ガ
イ
ド
事
業
者
が
西
表
島
で 

活
動
し
て
お
り
、
使
わ
れ
て
い
る
フ
ィ 

—
ル
ド
の
数
も
利
用
者
数
も
多
く
、
か 

つ
そ
れ
ら
の
実
態
も
あ
ま
り
把
握
さ
れ 

て
い
な
い
状
況
で
あ
っ
た
。
そ
の
中
で 

制
度

の

構

築•

運
用
を
実
現
す
る
た
め 

に
、
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
の
検
討
体
制
と
収

容
力
等
の
デ
ー
タ
の
把
握•

提
示
の
二 

点
が
重
要
で
あ
っ
た
と
考
え
る
。
 

本
稿
で
は
、
竹
富
町
か
ら
当
社
が
受 

託
し
た
全
体
構
想
の
策
定
支
援
業
務
等 

の
内
容
を
基
に
、
西
表
島
の
全
体
構
想 

及
び
立
入
制
限
の
概
要
を
示
し
た
上
で
、
 

そ
れ
ら
の
ル
ー
ル
の
策
定
プ
ロ
セ
ス
の 

ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
述
べ
、
最
後
に
立 

入
制
限
の
運
用
状
況
と
今
後
の
展
望
に

つ
い
て
触
れ
る
。,

ニ•

全
体
構
類
及
び
立
入
制
限

の
概
要

全
体
構
想
で
は
、
西
表
島
に
お
け
る 

、ソ
ー
ニ
ン
グ
と
観
光
利
用
の
考
え
方
を 

設
定
す
る
と
と
も
に
、
自
然
体
験
型
の 

利
用
が
一
定
以
上
あ
る
主
な
フ
ィ
ー
ル 

ド
を
自
然
観
光
資
源
と
し
て
選
定
し
、
 

自
然
保
護
、
迷
惑
防
止
、
安
全
管
理
等 

に
係
る
利
用
ル
ー
ル
の
設
定
を
行
っ
て

い
る
。
自
然
観
光
資
源
の 

中
で
も
、
特
に
オ
ー
バ
ー 

ュ
ー
ス
の
懸
念
が
あ
る
フ 

イ
ー
ル
ド 

L

ヒ
ナ
イ
川
、
 

西
田
川)

や
、
貴
重
な
自 

然
が
あ
り
利
用
に
よ
る
影 

響
が
懸
念
さ
れ
る
フ
ィ
ー 

ル

ド
(

古
見
岳
、
浦
内
川 

源
流
域
、

テ
ド
ウ
山)

に

表 特定自然観光資源における立入制限 

の概要

資源名 上限人数 立入承認条件

①ヒナイ川 200人/日
ガイド同行

②西田川 100人/日

③古見岳 30人/日 ガイド同行

④浦内川源流域 50人/日 または

⑤テ ドウ山 30人/日 講習受講

つ
い
て
は
、
特
定
自
然
観
光
資
源
に
指 

定
す
る
こ
と
で
、

エ 

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推 

進
法
に
基
づ
く
立
入
制
限(

事
前
の
立 

入

申

請•

承
認
制
度)

を
設
け
て
上
限 

人

数

や

承

認

条

件

を

設

定

し

た(

表
、
 

図1
)

。

こ
の
よ
う
な
全
体
構
想
に
よ 

る
フ
ィ
ー
ル
ド
利
用
の
ル
ー
ル
作
り
に 

加
え
、
別
途
竹
富
町
観
光
案
内
人
条
例 

に
よ
り
ガ
イ
ド
の
質
の
向
上
を
図
る
こ 

と
で
西
表
島
に
お
け
る
適
正
な
自
然
体 

験
型
観
光
の
実
現
を
図
っ
た
。

図1 西表島の遺産地域と主な利用フィールド・特定自然観光資源
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三•

ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
の
検
討

体
制

全
体
構
想
を
検
討
す
る
枠
組
み
と
し 

て
、
地
域
の
関
係
者
や
有
識
者
、
行
政 

機
関
な
ど
を
集
め
た
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム 

推
進
協
議
会
を
設
け
る
こ
と
に
な
る
が
、
 

西
表
島
に
お
い
て
は
、
そ
れ
に
加
え
て 

推
進
協
議
会
の
下
に
エ
リ
ア
ご
と
に
六 

つ
の
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ 

(
W
G
)
 

を
設
置
し
、
当
該
エ
リ
ア
を
利
用
す
る 

事
業
者
に
参
加
を
呼
び
か
け
て
議
論
を 

行
っ
た
。

こ
の
枠
組
み
に
よ
り
、

フ
ィ
ー
ル
ド 

の
利
用
状
況
や
課
題
等
を
効
果
的
に
収 

集
で
き
た
だ
け
で
な
く
、
全
体
構
想
の

利
用
ル
ー
ル
に
つ
い
て
も
、
各
エ
リ
ア 

のw
 G

に
お
い
て
議
論
し
た
内
容
を
採 

用
す
る
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
型
で
作
成
す
る 

こ
と
で
、
実
情
に
合
っ
た
納
得
感
の
あ 

る
ル
ー
ル
作
り
を
行
、つ
こ
と
が
で
き
た
。
 

w
 G

の
中
で
利
用
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
ル 

—
ル
が
必
要
だ
と
い
う
声
が
上
が
っ
た 

こ
と
も
ル
ー
ル
作
り
を
進
め
る
上
で
後 

押
し
に
な
っ
た
。W
G

に
加
え
て
、
立 

入
制
限
な
ど
詳
細
な
検
討
に
あ
た
っ
て 

は
、
事
業
者
団
体
等
と
も
協
議
し
な
が 

ら
綿
密
な
調
整
を
行
っ
た
。

四•

収
容
力
を
は
じ
め
と
し
た 

デ
ー
タ
の
把
握•

提
示 

立
入
制
限
に
お
け
る
上
限
人
数
の
検 

討
•

調
整
に
あ
た
っ
て
、
最
大
三
〇
〇 

人/

日
程
度
の
利
用
が
記
録
さ
れ
て
お 

り
オ
ー
バ
ー
ュ
ー
ス
の
懸
念
が
あ
っ
た 

ヒ
ナ
イ
川
に
お
い
て
は
、
観
光
利
用
の 

社
会
的
収
容
力
の
目
安
と
し
て
、
滞
留 

場
所
で
あ
る
滝
つ
ぼ
の
快
適
利
用
が
可 

能
な
人
数
を
検
討
し
た
。
既
存
文
献
を 

参
考
に
快
適
性
の
観
点
か
ら
必
要
な
一 

人
当
た
り
の
専
有
面
積
を
約
三•

〇
宿 

と
仮
定
し
て
、
現
地
に
て
滝
つ
ぼ
周
辺 

の
利
用
可
能
な
面
積
を
計
測
し
、
同
時 

滞
留
が
可
能
な
人
数
を
算
出
し
た
。
こ

オ
に
利
用 

者
カ
ウ
ン 

夕
—
の
デ 

—
タ
か
ら 

算
出
し
た 

比
率
を
か 

け
て
、

一
 

日
当
た
り 

の
適
正
な 

立
入
人
数 

を
一
四
四 

人/

日
と 

算
出
し
た 

(

図 2
0

図2 ヒナイ川における適正な立入人数の検討フロー

最
終
的
に
は
、
急
激
な
抑
制
に
よ
る
影 

響
も
考
慮
し
て
二
〇
〇
人/

日
の
上
限 

人
数
と
な
っ
た
が
、
立
入
人
数
を
減
ら 

す
こ
と
に
つ
い
て
ガ
イ
ド
事
業
者
等
と 

調
整
を
行
う
上
で
の
材
料
と
し
て
、
収 

容
力
の
観
点
に
基
づ
く
検
討
結
果
を
役 

立
て
る
こ
と
が
で
き
た
。

加
え
て
、
滝
つ
ぼ
の
水
質
や
歩
道
周 

辺
の
植
生
な
ど
、
自
然
環
境
へ
の
影
響 

に
つ
い
て
も
調
査
を
行
い
、
検

討
•

調 

整
の
過
程
で
適
宜
デ
ー
タ
を
示
し
た
。
 

こ
れ
ら
の
調
査
を
立
入
制
限
の
運
用
後 

も
継
続
し
、

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
結
果
を
踏 

ま
え
て
必
要
に
応
じ
て
利
用
ル
ー
ル
を 

見
直
す
順
応
的
管
理
の
仕
組
み
を
取
り 

入
れ
て
い
る
。

の
開
始
か
ら
全
体
構
想
の
認
定
ま
で
に 

は
六
年
、
立
入
制
限
の
運
用
開
始
ま
で 

に
は
八
年
を
要
し
て
お
り
、
内
容
検
討 

合
意
形
成
、
認
定
手
続
き
等
に
か
な
り 

の
期
間
と
労
力
が
か
か
っ
て
い
る
。
ま 

た
、
立
入
制
限
の
制
度
運
用
に
あ
た
っ 

て
は
入
域
管
理
や
事
業
者•

利
用
者
の 

負
担
低
減
の
た
め
の
大
規
模
な
シ
ス
テ 

ム
を
構
築
す
る
必
要
も
あ
っ
たQ

こ
れ 

は
世
界
遺
産
登
録
等
の
流
れ
に
よ
る
後 

押
し
と
、
竹
富
町
の
覚
悟
と
継
続
的
取 

り
組
み
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
実
現
で
き 

た
も
の
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
 

近
年
各
地
で
オ
ー
バ
ー
ッ
ー
リ
ズ
ム 

が
問
題
に
な
り
、
利
用
コ
ン
ト
ロ
ー
ル 

の
重
要
性
も
増
す
中
で
、
全
体
構
想
や

五•

ま
と
め
と
展
望

立
入
制
限
の
導
入
に
関
す
る
ノ
ウ
ハ
ウ 

の
蓄
積
や
、
よ
り
活
用
し
や
す
く
す
る 

た
め
の
仕
組
み
の
整
備
が
期
待
さ
れ
る

西
表
島
の
特
定
自
然
観
光
資
源
の
立 

入
制
限
は
令
和
七
年
三
月
か
ら
運
用
が 

開
始
さ
れ
て
い
る
。
ピ
ー
ク
期
で
あ
る 

同
年
八
月
の
ヒ
ナ
イ
川
の
利
用
者
は
上 

限
人
数
を
下
回
る
値
で
推
移
し
て
お
り
、
 

利
用
集
中
に
よ
る
負
荷
の
抑
制
に
一
定 

の
成
果
を
上
げ
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ 

う
。一

方
で
、
こ
の
よ
う
な
立
入
制
限
の 

仕
組
み
は
簡
単
に
実
現
で
き
る
も
の
で 

は
な
い
。
西
表
島
に
お
い
て
は
、
検
討

西
村 

大
志•

に
し
む
ら 

た
い
し 

自
然•

観
光♦

地
域
が
う
ま
く
交
わ
る
仕
組 

み
づ
く
り
に
取
り
組
む
。
好
き
な
フ
ィ
ー
ル 

ド
は
草
原
。
京
都
大
学
大
学
院
農
学
研
究
科 

森
林
科
学
専
攻
修
士
課
程
修
了
。
技
術
士 

(
環
境
部
門/

自
然
環
境
保
全)
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